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遺 跡 地 名 表

番号 登 録 遺  跡  名 C-419 陸奥国分寺跡

1 C-168 北屋敷遺跡 C-420 陸奥国分寺尼寺跡

2 C-224 鶴巻 I遺跡 C-104 引
`山

遺跡

3 C-225 鶴巻H遺跡 C-033 宗禅寺横穴古墳群

4 C-226 田子遺跡 C-412 安養寺下窯跡

C-234 明屋敦遺跡 C-148 入幡西遺跡

6 C-235 地蔵裏遺跡 C-502 岩切城跡

7 C-180 梨野A遺跡 C-508 煮光寺城跡

8 C-244 梨野 C遺跡 C-522 若宮前遺跡

9 C-245 沼原B遺跡 C-200 今市遺跡

10 C-246 嶺山遺跡 C-503 茂庭東館跡

11 C-247 沼原A遺跡 C-503 〃 本 館 跡

12 C-194 青葉山遺跡 C-515 〃 峯館跡

13 C-106 三神峯遺跡 C-515 西館跡

14 C-108 上野遺跡 C-517 大館跡

15 C-197 六 反 田遺 跡 C-517 小館跡

C-195 上 ノ台遺 跡 C-516 根添館 IVI

17 C-159 天 神 社 遺 跡 C-509 小鶴城跡

C― 1 藤田新田遺跡 C-505 北 目城跡

C― 1 西台畑遺跡 C-506 沖野館跡

C― 1 南小泉遺跡 C-520 富沢館跡

C-001 遠見塚古墳 C-504 茂ヶ崎城跡

C-113 安久東遺跡 C-243 岡崎囲遺跡

C-002 兜塚古墳 57 C-510 南ノロ館跡

C-415 大遵寺窯跡 C-501 仙台城跡

C-135 lIB ノ巣 遺 跡 C-605 瑞風殿跡

C-008 裏町古墳 C-523 和田屋敷跡

C-417 富沢埴輪窯跡 C-012 城九古墳

C-038 大野田古墳群 C-011 弁天囲古墳

C-003 法嶺塚古墳 C-005 千 人塚 古 墳

C-037 安久諏訪古墳 C-511 若林城跡

C-027 善応寺横穴古墳群 C-101 燕 沢遺 跡

C-028 愛宕山横穴古墳群 C-407 与兵衛沼窯跡

C-136 栗遺跡 C-403 五本松窯跡

仙台市の主要遺跡と茂庭住宅団地内遺跡群・原町東部第二土地区画整理事業地内遺跡群の位置



茂庭住宅1団地造成工1事地内

遺 跡発掘調査 眸報

―一昭和黎年度―





調 査 に 至 る 経 過

仙台市は将来の人口増加・住宅難解消問題に備えて、新 しい住宅団地計画を立案 し候補地選

定を進めていたが、昭和48年 11月 に仙台市茂庭地区を造成地区として決定した。当計画は茂庭北

部の梨野～本郷地区にはさまれた標高100～ 200m内 外の丘陵地約 130haを 開発対象面積 とした

大規模なものである。

当初、造成工事地内には周知の遺跡が二ヶ所含まれていたが、より詳細な文化財分布資料の

提示が必要 とされ、分布調査 を実施することとなった。昭和51年 12月 に調査が行なわれ、分布

調査の報告書が干1行 された。この資料をもとに仙台市開発局・仙台市教育委員会の両者間で今

後の対処について協議が行なわれた。

昭和53年度より分布調査で確認され た地点の予備調査を行なうこととなり、初年度 として三

地ミ́4ヶ所 (①石器表採地点、②土器散布地点、③炭窯跡)の調査が実施された。

自然環境 と周辺の追跡

茂庭地区周辺の地形を概観してみると、北部の丘陵地帯と南部の低地面とに大きく分けるこ

とが出来る。司ヒ部の丘陵地帯は、奥羽山脈よりのびる仙台市西部外縁丘陵が、ゆるやかに屈曲
(言

=2)
した地形をみせて広が り、亀ヶ森や太白山などの火山性山地が点在している。南部においては

名取川が東流し広範囲にわたる段丘面を残し、肥沃な低地面が形成され水田として利用されて

いる。

茂庭住宅団地造成工事に係る遺跡は、北部の丘陵地内、仙台市茂庭字立石 。大堤・沼原・嶺

山に所在している。丘陵地北部の梨野地区には、平担面が東西約 1 5kmに わたり広が り、平担

面両端からは名取川水系の岩ノ川・大堤川が南流し谷地形を形成して、あたかも周辺地域から

独立したような地形となっている。当丘陵地の標高は約100～ 200m程の全体に起伏の少ない地

形であるが、中央部には幾つかの窪地地形もみられる。

茂庭造成計画地周辺部には、古 くから知られる中世の館跡 (茂庭大館・茂庭西館・峰館・け

んとう城)が群在し、茂庭低地 (生出 。本郷地区)周辺の丘陵部には、縄文時代の新組遺跡・

西前遺跡、純文～平安時代の向根遺跡、弥生～平安時代の坂ノ下遺跡、奈良 。平安時代の本郷

遺跡などがある。



要概査調

発掘調査は昭和54年 5月 7日 に開始され12月 10日 まで行なわれた。調査箇所は五地点 7ヶ 所

を数え、発掘対象面積は約28,000rn2に のぼった。このうち、梨野A・ 梨野 C遺跡以外の地点は

館跡に関連するものとして「平場」 と総称 されていたが、名称 として不都合なフミがみられたの

で、当地の字名を用いて遺跡名 とし使用することにした。

調査は沼原A第 1地点～梨野 C～ 沼原B～嶺山東西～梨野A～ 沼原A第 2地点の順で行なっ

ていった。予備調査という性格上、全面発掘は行なわず トレンチ 。グリッド方式で遺構等の確

認を進めていったが、何ら検出されない地点もあり調査を終了したものもある。調査の成果と

して、住居址・土墳・ピット・遺物包含層が確認されている。

二年度にわたる調査を実施し、梨野 A・ 嶺山西区・沼原A第 2地点の 3遺跡は本調査を必要

とし、昭和55年度調査分 と併せて調査を継続して行 く予定である。

1 馬越石塚   2 梨野横穴群

7.茂庭西館   8.け んとう城

13.門 野山口遺跡 14 西前遺跡

“
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，
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図第

茂庭大館   4 カナクソ遺跡 5 向根遺跡   6 本郷遺跡

向根横穴群  10.坂 ノ下遺跡  11 人来田遺跡  12 人来田c遺跡

新組遺跡   16 塩ノ頼遺跡  17.大 貝下遺跡  18 川添東遺跡

造成地 内遺 跡群 と周辺 の遺 跡
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調 査 期 間 :

発 掘 面 積 :

調 査 面 積 :

担 当 職 員 :
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仙台市茂庭字沼原28

第 1地点 昭和54年 5月 7日 ～10月 12日

第 2地点 日召和54年 11月 12日 ～12月 10日

第 1地点 2,650∬  第 2地′ミ 750m2

第 1地点 1,413m2 第 2地点 150m2

佐藤甲二・渡部弘美・篠原信彦・田中則和

1.遺跡の立地

沼原 A遺跡は峰館の北東、一つ沢を隔てた丘陵中段平坦部に位置し、東約 150mに は縄文時

代から平安時代 までの向根遺跡がある。遺跡は東にゆるやかな下 り勾配の80× 30m、 標高 125

m前後の平姐部で、茂庭低地との比高は約60mである。遺跡の】印」・西側は標高140m前後の丘陵頂

部へ急傾斜で至 り、南側・東側は沢・県道 (菅生～折立線)への下 り急斜面 となる。

2.調査の方法

○第 1地点 標高120mか ら125mの間に広がる平ナ且部分を調査対象とした。磁北から約 20° 西に

傾 くラインを維軸 (A～ R)こ れに直交するラインを横軸 (1～ 34)と する 3× 3mグ リッド

を設定。 F・ I・ L・ O列 を基本 グリッドとし状況に応 じ拡張を行 う。

○第 2地点 遺跡 の北西側にある長さ約60m、 幅約 15mの 谷部分 (標高125～ 135m)を調査

対 象 とした。等高線 と交わるラインを横軸 (1～ 13)こ れに直交するラインを維軸 (HA～ H

D)と し、 3× 3mの グリッドを設定。HC列 を基本グリッドとし状況に応 じ拡張を行 う。

3.調査の概要

基本層位は両地点 とも第 I層耕作土から第Ⅷ層粘土質及び凝灰岩質の地山までの 8層 から成

る。第Ⅳ・Ⅵ層は遺物包合層で、第Ⅳ層より奈良時代 。平安時代、第Ⅵ層よりは縄文時代前期・中

期・後期・晩期・弥生時代中期の遺物を出土する。検出遺構は第 1地点より住居l■ 1棟 。土壌

6基、第 2地点より上坂 1基 (上面確認のみ)が検出された。以上の他にH-13グ リッド第Ⅵ

層中よりほぼ完形の組文時代晩期の鉢 を出上 したが、これに伴 う遺構は検出されなかった。

〈住居址〉第1地点の西側で1棟検出された。北壁にカマドを持ち、一辺約4mの方形プランを呈する



平安時代の住唇である。張 り床が一部施 されている。当住居は床面直上から多量の木炭が出土

し、火災を受けたと考えられる。柱穴は床面・住居外からも検出されなかった。カマ ドは数個

の石で袖 を構築 し、煙出部に胴下半欠失の須恵器の甕が埋められていた。住居床面及びカマ ド

焚き口より実測可能な土師器の簑が 2点 、須恵器の甕の破片が 1点 出土 している。

〈土嫉〉第 1地点より6基検出され、第 2地点 (HC-9)で は 1基確認された。第 1地ッミ6

基は全て中段 を有 し、上端は隋円形、中段・下端が隅九長方形を呈 し、上端 190× 150Cm。 中段

150× 60Cm。 下端 140× 40Cm・ 深さ160 Cm前 後のものが多い。床面の四隅に直径 7 cm前後のP itを

伴 うもの (2号 )、 中央部にもう 1つ Pitを 持つもの (6号 )があるが他の 4基にはPitは 伴わ

ない。これら土坂は第Ⅵ層中より地山層まで堀 り込まれ、組文時代前期から弥生時代中期 まで

のいずれかの時期に所属するかと思われる。土墳覆土中より遺物はほとんど出上しなかった。

4.ま  と め

○第 1地点は平安時代の住居址 1棟、紀文時代前期から弥生時代中期までのいずれかの時期に

作られたと考えられる土墳 6基が検出された。第 2地点は第 1地点の西側で出土したほぼ完形

の組文土器が、当谷部分よりの流出ではないかという観′ミと、住居址・土墳のひろがりを調査

する目的で試掘が為された。この結果、土飯 1基及び遺物包含層が確認され、来年度谷全体に

わたる本調査が必要となった。

○両地ッミで発見された土墳は、形態・規模・出土遺物が少ない点よりいわゆる「Tピ ット」。「陥
(註 4)

穴」と呼ばれる土鍍に酷似している。また北側の丘陵際に浴う凹地や谷に、これら土埃が配置

することは特記されよう。 (佐藤甲二 )

ヽ ″
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第 1図  グリッ ド配置図
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沼
(C-245)

遺跡所在地 :仙台市茂庭字沼原28

調 査 期 間 :昭和54年 8月 23日 ～10月 5日

発 掘 面 積 :1,800m2

調 査 面 積 :500m2

担 当 職 員 :渡部弘美 。佐藤甲二・佐藤 洋

I.遺跡の立地

沼原B遺跡は造成計画地のほぼ中央部南側、標高180～ 200mの丘陵に囲まれた窪地の南側斜

面に位置している。この窪地は周囲の地形に較ベー段 と低 くなっており高低差は約20～ 40m程

ある。窪地底部は湿地帯となっており萱などが群生する原野となっている。遺跡の南西150mの

地点には同じような立地の嶺山遺跡西区がある。

2.調査の方法

当初、沼原B遺跡は礎石と思われる割石・微傾斜の地形等から館跡に関する平場 とされてい

た所である。

調査は上記の点を鑑み、地形に沿った6× 6mを単位 としたグリッドを設定した。グリッド

名は南北方向に縦軸 (A～ E)。 東西方向に横軸 (1～ 9)で表わした。最終的に14の グリッド

を開放している。

3.調査の概要

最終的には湿地帯際までを対象とした約 500m2の調査を行なった。その結果、集石 1基、ピ

ット群・遺物が発見された。基本層位は 6層確認されている。

〈集石〉A-2。 3グ リッドで検出された。傾斜面に築かれ相当量の石が崩れ落ち平面形はい

びつな四角形を呈している。規模は、長軸3.9m・ 短軸3.Omを計 り、主軸方向は北東～南西方

向をさす。使用されている石の大きさは10Cn程 のものから60Cm程までと様々なものが用いられ、

積み方にも規則性はみられなかった。石質は火山性の礫である。

尚、集石の北東脇より祗石が 1点出上している。



〈ピット群〉 C・ D-7・ 8・ 9区の第Ⅵ層上面において約 100個程検出された。またピット

上面においては、縄文時代晩期後葉より弥生時代中期頃までの遺物が集中してみられた。

4。 ま と め

○沼原 B遺跡は当初、館跡に関連する遺跡 と思われていたが、今回の調査ではそのような遺構。

遺物は検出されなかった。

O今回の調査では、時期不詳の集石 1基、純文時代晩期後葉から弥生時代中期頃のいずれかの

時期に属すると思われるピット群 と多数の遺物が検出された。これらの配置 。組み合せ 。性格

は今後の整理結果を待って述べたい。

○当地区は、湿地を伴 う大きな窪地であり、定住の場 としてはかな り不向きな場所 と考えられ

る。しか し、弥生時代中期頃の遺構 。遺物が検出されたことは、当時この場所が何 らかの生活

の場 として使用されたことは確かであろうと思われる。

(渡部弘美 )

‐‐‐Rヽ。

//⌒ ＼

第 I図 グ リ ッ ド配 置 図
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梨
(C……180)

遺跡所在地 :仙台市茂庭字大堤

調 査 期 間 :日召和54年 10月 22日 ～11月 12日

発 掘 面 積 :1,250m2

調 査 面 積 :1,050m2

担 当 職 員 :佐藤甲二・渡部弘美

l.遺跡の立地

梨野A遺跡は、紀文時代前期か ら土師器・須恵器 までの時期の散布地 として、古 くから

知 られている。当遺跡は造成計画地内の北東隅にあたり、東 と西には浅い谷が走 り、南は茂庭

丘陵地帯へ連なり、北は梨野平jE面へ と続 く緩斜面を持つ、標高 194mを頂点 とする、北北東

へのびるゆるやかな舌状の平地面に位置する。遺跡北東約 100mの 所で東流を続けていた大堤

川は、大きく向きをかえ茂庭低地へ と南流する。この台地の先端部近 くは、東西に走る団地内

環状線によりすでに寸断されている。

2.調査の方法

舌状地形に沿った形で、遺跡全面に6× 6mの グリットを設定 し、本年度調査地域である西側傾
‐

斜面部分の調査を行った。

3.調査の概要

第 I層表上下が凝灰岩質の地山面となり、表上の厚い所で約50Cm、 薄い所では地山面が露出

していた。当初、遺物の流れ込みが多少なりともあると思われたが、小土器片が表土中より数点

出土したのみで、遺構に関しては皆無であった。

4。 ま と め

○本年度調査分、西側斜面では表土 I層のみで遺物包含層・遺構は検出されず、わずかに縄文

時代に所属すると思われる小土器片が数点出上しただけであった。

○遺跡平退部において、土器片・石器が多く表面採集でき、この結果より平坦部には、何らか

の遺構の存在が考えられる。しかし当遺跡は以前に開墾を受けており、また全ての上器片に著

野



/m

グ リ ッ ド配 置
(】靡頃より)



引
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Cm 《垂蓼群7
13

1～ 2縄文中期後葉  3～ 6縄文中期末棄 7～ 9縄文中期末葉～後期前葉  10～ 12縄文後期前半 13組文晩期後半

第 2図 表面採集資料 (上器 )
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野梨

遺跡所在地

調 査 期 間

発 掘 面 積

調 査 面 積

担 当 職 員

(C-244)

仙台市茂庭字立石

昭和 54年 7月 10日 ～ 8月 25日

15,000m2

1,361m2

渡部弘美・木村浩二

I.遺跡の立地

梨野 C遺跡は造成計画地北部の梨野平姐地に位置 し、南側か らのびる丘陵北側の扇状に広が

る標高 200m内外の沖積地に立地 している。遺跡の東方 500mの地点には梨野A遺跡、西方60

mの地点には梨野 B遺跡が位置している。当地買収以前は水田・畑地 となっていた。

2.調査の方法

対象面積 も広 く予備調査 という点から、地形に沿 うような形で 3m幅の トレンチを設定する。

南北ラインを主軸 トレンチとし、それに直交する トレンチを 6本、計 7本の トレンチを配し調

査を行 う。

3.調査の概要

最終的には約 1,400m2の 調査 を行 なった。基本層位は、第 1層 耕作土か ら第 V層 粘土質

の地山面までの 5層 から成る。しかし調査区南側の一部を除き、ほとんど第 1層下が地山面 と

なる。若千の土器片 (紀文土器・土師器・須恵器・陶磁器)が耕作土中より出上したのみで、

遺構は検出されなかった。

4.ま  と め

○本地区は梨野 B遺跡が西方に位置し、広範囲な平狙面が続 く点より遺構等の存在が考えられ

たが、調査 において出土 した少量の遺物は、全て第 1層耕作土中からであり、関連する遺構

も検出されず、遺跡 とする確証は認められなかった。

(渡部弘美 )
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トレンチ配置 (南東 より)



山

遺跡所在地

調 査 期 間

発 掘 面 積

調 査 面 積

担 当 職 員

(C-246)

西区 仙台市茂庭字嶺山19

東区 仙台市茂庭字沼原28

西区 昭和54年 10月 9日 ～10月 11日

東区 昭和54年 10月 12日 ～10月 19日

西区 2,500m2 東区 3,900m2

西区 45m2 東区 225m2

渡部弘美・佐藤甲二

I.遺跡の立地

嶺山遺跡は沼原A遺跡の東南約 350m、 沼原 B遺跡の南方約150mに 位置し、標高165～ 170m

前後の台地部分 と谷部分に分けられる。台地部分を東地区、台地部分 を西地区とした。

東地区は北西を除 く三方を谷に囲まれ、南東に向ってゆるやかな下 り傾斜を示す、長さ120m

幅40m前後の舌状の台地を形成する。西地区は東地区とは逆に、北東を除 く三方を丘陵に囲ま

れ、北東にひらく、幅25m長 さ90mの谷を形成する。

2.調査の方法

嶺山遺跡は本年度試掘調査であることを踏まえ、両地区とも6× 6mグ リッド中の 4分の 1

部分 (基本的には北東杭イ則の 3× 3m)を 開放する方法を採用 した。

○東地区 等高線に交わるラインを横軸 (1～ 19)、 これに直交するラインを維軸(II A～ HE)

としてグリッドを設定 し、HC・ HDを 中心 として計25グ リッドを調査 した。

○西地区 谷に沿うラインを横軸 (1～ 16)、 これに直交するラインを縦軸 (A～ E)と してグ

リットを設定 し、谷中央線上に位置する、 C列 中の 5グ リッドを調査 した。

3。 調査の概要

○東地区 第 I層表土下が粘土質及び凝灰岩質の地山となり、遺物・遺物包含層 。遺構は皆無

であった。第 I層 表土は厚い部分で約20Cm、 薄い部分では約 5 Cmである◎

○西地区 基本層位は第 二～Ⅷ層までの 8層 か ら成る。第 I層 は表土、第Ⅷ 層は大礫混 じり



縛

銘 /

第
1図

 
グ

リ
ッ

ド
配

置
図



0                      5 CIf

第 2図  C i3グ リッ ド第 V層上面出上のポイン ト

東区 グ 1)ッ ド因E尼重

(】 しより)

西区 グ リッ ド配置

(北西 より)



の地山となる。 V層は縄文時代の遺物包含層 と思われる。発見遺構は C-13グ リッド第V層上

面で、平面ブラン160× 70Cmの不正隋円形の落ち込みが確認されたが、本年度は上面確認のみに

とどめた為、この土壌の正確な規模・性格は不明である。遺物は C-10。 13グ リッド第V層§

より土器片・ポイン ト・二次加工のある刹片が各 1点 出上 したのみである。小土器片は風化が

激しく時期 を決定 し難いが、石器よりこれら遺物は組文時代に属すると思われる。

4。 ま と め

○東地区 当地区は造成計画地内では、遺跡の立地に比較的良好な平坦面をもつ台地であったが、

試掘調査の結果は 1片 の上器さえ出上 しなかった。この地区は調査前まで梅林であった場所で、

以前に開墾 を受け現平地面が作 り出された可能性がある。いずれにしても当地区は遺跡 として

認定 し難い。

O西地区 C-4グ リッドでは地山面まで非常に深 く地表下約 2mであるのに対し、C-15グ リ

ットでは地表下約60Cmで地山面 とな り、当地区地山面が南東方向に向ってかなりの傾斜を示 し

ていることが考えられる。

当地区が谷にもかかわらず、紀文時代の遺物が第 V層 中より少量出土 したことは、この谷部

分を取 り囲む丘陵地域か、あるいはこの谷自身が当時の人間の何 らかの行動の場であったこと

が考えられる。沼原 A遺跡検出の上墳が谷沿いにも位置していた事実より、来年度本調査では、

C-13グ リッド第 V層上面で確認された落ち込みを含め、当地区に土墳が検出される可能性 も

ある。 (佐藤甲二 )

誰   記

註 1 仙台市教育委員会『仙台市茂庭住宅団地計画地内文化財分布調査報告書』1977

註 2 奥津春生  「第一部 環境地幸」『大仙台圏の地盤・地下水』 宝文堂 1973

註 3 仙台市開発局 『茂庭住宅団地環境影響評イ面 現況編 環境影響評価編』 1976

註 4 札幌市教育委員会 『札幌市文化財調査報告』 1977

今井啓爾他 『霧 ヶ丘』 霧 ヶ丘調査団 1973

発 掘 参 加 者

嶺岸倉治・石垣富一郎・細川 隆 。太田平治・佐藤 正・住吉惣右ェ門 。長尾 きよみ 。大井ふ

みよ・嶺岸さかえ ,板山つねよ・佐藤喜恵子・佐藤いち子・根本 ときわ 。鈴木みつ子・嶺岸た

けよ (以上 本郷・生出地区 )、 沼田卯太郎・沼田金作 。佐藤しげ子・太田恵知子・沼田 トシ子・

佐藤わ くり (以上 梨野地区 )、 柳沢和明 (東北大学研究生 )、 田中 敏・佐藤広史 (東北大学

生 )、 熊谷信一・巻野俊夫・松本寿―・相沢清― 。叶 文俊 。後藤浩樹 (東北学院生 )、 佐藤栄

子・斎藤勇次・斎藤ユキ子  (順不同 )



原町東部第三土地区画整理事業地区内

遺 跡 発掘1調 査報 告





調 査 に 至 る 経 過

原町東部第二土地区画整理事業は、仙塩広域都市計画の一環 として、昭和49年店より仙台市

の直営事業 として着手された。土地区画整理事業の内容は、区画道路の建設、土地の区画、形

質の変更、及び公共施設の新設又は変更を行なうものである。

工事に際しては、昭和49年秋に事業地内の分布調査を実施 し、田子遺跡、鶴巻 I遺跡・鶴巻

H遺跡の 3遺跡が確認され、その後も地蔵裏遺跡、明屋敷遺跡が確認された。

遺跡にかかる工事は、道路 と下水道であるが、昭和52年 までに田子遺跡については、立ち会

いにより処置された。昭和54年度は、明屋敷遺跡 と鶴巻 I遺跡の調査 を予定 したが、両遺跡の

調査が短期に終了したので、鶴巻 H遺跡 と地蔵遺跡を追加調査 した。北屋敷遺跡内の事業内計

画地は、現在の生活道 とほぼ一致 し、発掘調査の実施が困難であるため、工事に際し、立ち会

いにより処置する計画である。

地 理 的・歴 史的環境

原町東部第二土地区画整理事業に係る遺跡群は、東北本線仙台駅の東方 5～ 7 5kmの 一帯に6

遺跡ある。各遺跡は大平洋の沿線か ら4～ 5 km離れている。狭義の仙台平野は、標高10m以下

の低地帯が太平洋に面 して、七 ヶ浜から坂元まで半月形に広が り、表層は網状流路 と海成砂層

で代表される三角州扇状地の特徴 を示 している。遺跡群は平野の北部、丘陵 と海岸 との中間の

標高 2～ 5mの面に立地 している。

遺跡は福田町地区と、六丁 目地区に分けられる。福田町地区の 3遺跡は、七北田川の南側の

低位段丘上、あるいは自然堤防上に立地する。周辺は自然堤防が発達 し、その上が集落ないし

畑地 として利用され、旧河道や浜堤の後背湿地は水田となっている。六丁 目地区の 3遺跡は、

泥炭地帝の微高地上に立地する。点在する微高地上は集落 として発達 し、宅地を囲んで畑地 も

みられる。微高地周辺は、広い水田地帯 となっている。

原町東部第二土地区画整理事業地区は、北側に隣接する扇町の工業団地の開発にともない、

主要道路に沿って企業の進出が年々増えているが、昭和53年 に北屋敷遺跡の発掘調査が行なわ

れるまで、本確的な遺跡は調査は行なわれていなかった。このため当該地区の中世以前の状態、

及び遺跡の形成過程については空白となっていた。北屋敦遺跡か らは、掘立柱建物跡 5棟 を含

む柱穴多数 と、土1/A・ 井戸跡。濤等が密に発見され、江戸時代末から明治時代初期の遺物を中心

に、平安時代の上師器・須恵器及び中世陶器 も出土してお り、平安時代には開発が着手されて

いたことが考えられるようになった。

近郊の遺跡 としては、南方約 3 kmに 弥生時代の藤田新田遺跡、南西約 3kmに は主軸長HOmの

前方後円墳である遠見塚古墳を中心 とした、弥生時代から平安時代にわたる南小泉遺跡、西方約

4 kmに は陸奥国分寺跡 。同尼寺、北方約 5 kmに は古墳時代から中世にわたる鴻ノ巣遺跡がある。
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I.遺跡の立地

明屋敷遺跡は、仙台駅の東方5 5km、 仙台市六丁 目字北屋敷33番地に所在する。周辺一帯は平

担な水田が広が り、水田面より比高 lm以内の徴高地に現在の集落が形成されている。遺跡は

この標高 4m前後の徴高地を主体 として立地し、畑地では遺物の散布 を見ることができる。今

回調査 した地点は、明屋敷遺跡の縁辺の水田内である。

2.調査の方法

明屋敷遺跡は、昭和49年に発見されたが、発見当時、道路建設地内はすでに lm前後の盛土

が行なわれ、道路中央線下の下水管理設予定地が、濤状に原地表を留めているに過 ぎない状況

であった。そこで本調査においては、下水管理設予定地に沿って幅 3mの トレンチを、交差 ミ́

の東西に各 1本設定 して調査を実施 した。交差′ミの東側を東区 (3× 50m)、 西側 を西区 (3×

70m)と した。

3.調査の概要

明屋敷遺跡の基本層序は、第 I層 ―表土 。20Cm、 第H層 一黒色粘土・ 15Cm、 第Ⅲ層―黄褐色

シル ト質粘土・40cm、 第Ⅳ層―暗褐色粘土 。45Cm、 第V層 ―黒色粘土 (ス クモ )。 20Cm、 第Ⅵ層

―青色粘土・40Cm以上 となっている。遺構は第Ⅲ層上面で検出された。

発見遺構は、西区で 4条の濤 (1～ 4号濤)と 土墳 1基 (1号土嫉 )、 東区で 2条の濤 (5～ 6

号濤)がある。

(|)溝

〈1号溝〉上面幅約60Cm、 深さ25～ 35Cm、 断面はU字形を呈 し、南北方向に延びる。

〈2号濤〉上面幅80～ 100Cm、 深さ30～ 35Cm、 断面はU字形を呈す。南側で段がつ き、10Cm程浅

くなる。 1号 と平行 し、南北方向に延びる。

(3号濤〉上面幅140～ 150 cm・ 深さ35Cm前後、聯面は浅いu字形を呈す。南北方向に延び、東

側 を4号濤に切 られる。

〈4号濤〉上面幅140～ 160 cm、 深さ40～ 45Cm、 断面はU字形を呈す。南北方向に延び、 3号濤

を切 る。

〈5号濤〉上面幅50Cm、 深さ10cm前後、断面は浅いU字形を呈す。東区の南側に東西方向に、

途中 5m程切れるが、31m程続 く。

(6号濤〉上面幅140～ 150Cm、 底面幅70～ 80Cm、 深さ40～ 50Cm、 断面は逆台形状を呈す。南北

方向に延びる。 3層 中より布 目の丸瓦片 1点が出土 した。

濤 6条のうち、3・ 4号濤は、区画整理事業以前の水田に使用された用水路 と一致 しているの

で、これの痕跡 と考えられる。 1・ 2・ 5・ 6号濤については、出土遺物によって時期は判断できな

いが、3・ 4号濤 と平行 または直交する′ミや形状・堆積等の状況から、水田に伴なう用水路の跡
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と考えるのが妥当と思われる。

(2)土 帳

土坂は西区の東部で 1基発見された。上面はほぼ円形を呈 し、直径約80Cm、 底面径65～ 70Cm

深さ45Cm程 を計る。壁の立ち上が りは直立に近 く、壁下端部ではえ ぐれている部分 もある。堆

積土は、 1～ 10層 までのH層 に細別される。大別すると、 1～ 2層 。3～ 6層・7a～ 8層 。9

～10層 の 4層 からなる。 1～ 8層 には多くの炭化物が含まれる。遺物は各層中から出上 したが、

2層 中からの出上が最 も多く、その大部分 を占める。

出土遺物は全て土師器であり、甕片・高杯片がある。甕は、口縁部・体部・底部の破片があ

るが図化に足るものはない。口縁部片は、先端が平」Eに ナデられ、外面は細日のハケメの後 ヨ

ヨナデ、内面 ヨヨナデによる調整がされる。体郡片はハケメの後にヘラミがキされたものと、

ケズリの後にヘラミがキされたものがある。底部片は、直径 9 cmでゎずかな台状部から体部の

立ち上がりになるもので、外面はヘラケズリされている。高杯は杯部の破片で、口径20.4cm、

現存高 4.5 Cmを 計る。外面はヨヨナデの後にヘラミがキされるが、口唇部付近はヨコナデ痕が

そのまま残る。内面も同様である。杯の底面外側に当る部分はヘラミがキされている。これら

の土師器は、東北地方の編年において、南小泉式に相当すると考えられる。(註 1)

以上が本調査における発見遺構の概要である。遺構外からは、平安時代の上師器片及び須恵

器片、近世以降の陶磁器片が出上している。

4.ま とめ

本調査の成果をまとめると次のようになる。

① 明屋敷遺跡は、標高 4m前後の低地帯の微高地上に立地し、今回の調査地点はその縁辺部

に当る。

6条の濤は、水田の用水路 と考えられる。

古墳時代の土坂が、遺跡の縁辺部で 1基発見された。これにより、本遺跡が古墳時代にお

いて集落 として形成されていた可台を隆も考えられる。

④ 平安時代の遺構は、今回の調査では発見できながったが、この時期の遺物が相当量出土し

ているので、遺跡の中心の微高地上においては、遺構の存在する可能性が強い。

②

③

註 1 氏家和典 「東北上師器の型式分類 とその編年」 (『 歴史十四韓』昭和30年 )
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|.遺跡の立地

鶴巻 I遺跡は、仙台駅の東方約 7 km、 仙台市福室字鶴巻一番に所在する。遺跡は周囲の水田

面より1～ 2m高い自然堤防上に立地し、西側 と南側には七北田川の旧河道が水田となって残

っている。この旧河道によって分断されるようにして、鶴巻H遺跡が南側に隣接する。調査地

点は比較的広い耕地となっているが、周辺は宅地化が進んでいる。

2.調査の方法

鶴巻 I遺跡は、表面採集できる遺物量は極 く少数であったが、立地の点で集落跡の存在が考

えられたので、遺跡にかかる道路の半分を調査 し、遺構が検出された場合には、部分的、全体

的な拡張調査 を実施する計画 とした。調査地内は、道路の別によってA区からE区に分けた。

3.調査の概要

各区とも40～ 60cmで暗褐色シル ト質砂の地山面 となる。A区で 3条、 C区で 2条の幅 2～ 5

mの黒色上の帯が南北方向に検出されたが、調査の結果、地山の暗褐色シル ト質砂層の下位に

くる層が、基盤の起伏に従って高 くなっていた所であることが明らかになった。遺構は検出さ

れなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の小破片が数′ミ出上したに過 ぎない。時期は平安時代 と考えら

れる須恵器杯片のほかは、細片のため不明である。

4。 まとめ

鶴巻 I遺跡は、発掘面積の約 2分の 1の調査 を行なったが、遺構は検出されなかった。この

結果、道路建設計画地内における遺構の存在は、ほとんど考えられない。

今後、鶴巻 I遺跡については、遺構が存在した場合にすでに破壊されている可能性 と、他遺

跡か らの自然的営力によって遺物が搬入された可態性についての検討が必要である。特に後者

については、近隣の遺跡及び仙台市東辺部の氾濫原上に立地する遺跡を含めた検討を実施する

必要がある。
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|.遺跡の立地

鶴巻Ⅱ遺跡は、仙台駅の東方 7 km、 仙台市福室字鶴巻二番に所在する。七北田川の旧河道を

隔てて、鶴巻 I遺跡の南側に隣接する。遺跡は、標高 4m前後の旧七北田川の形成 した自然堤

防上に立地 している。堤防上は畑地 と宅地 となり、周辺は水日となっている。

2.調査の方法

鶴巻 H遺跡は、鶴巻 I遺跡の調査成果か ら、遺構の存在する可能性が薄いと考えられたので、

12m道路内に試掘 トレンチを設定 し、その結果によって全掘または調査中止の判断をすること

にした。 トレンチは 6× 3mの大 きさで、12m道路に直交するように 4本設定 した。東か ら1・

2・ 3・ 4ト レンチと命名 した。

3.調査の概要

第 1ト レンチは、地表下65Cmで地山となり、遺構は検出されなかった。

第 2ト レンチは、地表下300mで地山とな り、遺構は検出されなかった。

第 3ト レンチは、地表下50Cmで地山となり、遺構は検出されなかった。

第 4ト レンチは、地表下50Cmで地山となり、遺構は検出されなかった。

基本層序は、第 1層が10Y R%褐色シル トの現耕作上で、しまりがな くパサついている。層

厚は20cm前後である。第 2層 は明責褐色か ら暗褐色のシル トで、旧耕作土である。しまりがあ

る。

第 3層 は地山で10Y R%に ぶい責褐色シル トである。多少砂 を含み、しまりがある。

出土遺物は、土師器の小片が表採されただけである。

4。 ま と め

鶴巻 H遺跡 も鶴巻 I遺跡 と同様に、遺構 を検出することができなかった。希れに遺物が採集

されるが、遺跡の存在する可能性は極 めて少ないと考えられる。
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|.遺跡の立地

地蔵裏遺跡は、仙台駅東方約 6 km、 仙台市六丁 目宇行屋前 6番地に所在する。北屋敷遺跡、

明屋敷遺跡から l km以内で南イ貝1に 位置する。明屋敷 と荒井の集落の中間に広がる標高3.5m程の

平坦地に立地 し、現状は水田となっている。

2.調査の方法

地蔵裏遺跡は、水路の保4笏工事の際に中世陶器片が出土するに及んで発見されたが、遺跡の

範囲は不確実なものであった。そこで、本遺跡は数 トレンチを入れて予備調査を行ない、遺構

が検出された場合に、本調査を実施することにした。 トレンチは、東側の 8m道路に 3× 5m

トレンチ 3ヶ 所、西側 6m道路には南北に 4× 4mト レンチ 3ヶ 所、東西に 3× 6mト レンチ

2ヶ 所を設定 した。   ど

3.調査の概要

各トレンチとも20～ 40Cmで10Y R%に ぶい黄褐色砂質粘上の地山となる。遺構は検出されな

かった。

基本層序は、第 1層は10Y R%黒褐色シル ト質粘土の現耕作土、第 2層 は黒褐色が黒色の粘

土、第 3層は酸化鉄を含んだ粘土ないし粘土質砂層である。その下が地山となる。

出土遺物は、 3ト レンチの 2層 中から、古代の平瓦片 1点 と、中世陶器の口縁部 1点が出土

した。

4。 ま と め

道路予定地内の各 トレンチ内から遺構は検出されず、他の部分からの遺構の発見の可能性も

少ない。地下50Cmでは湧水もあり、また凹地は降水が溜 りやす く、集落立地としては適地と考

えられない①ただし、第 3ト レンチより南側の地点は、以前にも中世陶器が採集されているの

で、今後とも注意が必要であろう。

1 中世陶器

3ト レンチ 2層 出上

回径  60伽 前後

色調 内外面褐色

2  王年    }t
3ト レンチ2層 出土

色調 灰白色

タ
タ
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地蔵裏遺跡出上遺物
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第20集 史跡遠見塚古墳昭和54年度環境整備予備調査慨報 (昭和55年 3月 )

第21集 仙台市開発関係遺跡調査報告 1(昭和55年 3月 )

第22集  経ヶ峯 (昭和55年 3月 )

第23集  年 報 1(昭和55年 3月 )
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